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令和元年の死亡者数は５人で過去最少 

 香川労働局（局長 本
ほん

間
ま

 之
ゆき

輝
てる

）は、香川県下の労働災害による死亡者数（令和元年

12 月末現在速報値）を取りまとめましたので公表します。 

【令和元年死亡災害発生状況の概要（労働者死傷病報告による）】 

令和元年の労働災害による死亡者数は５人で、昨年の８人に比べて３人減少し、過去

最少となった。 

１ 業種別では、「運輸交通業」が３人、「製造業」と「商業」がそれぞれ１人となって

いる。 

２ 事故の型別では、「はさまれ・巻き込まれ」災害及び「交通事故」がそれぞれ２人、

「墜落・転落」災害が１人となっている。 

３ 起因物別では、「トラック」が３人、「一般動力機械」及び「乗用車、バス、バイク」

がそれぞれ１人となっている。 

４ 年齢別では、「40 歳代」と「60 歳代」がそれぞれ２人、「50 歳代」が１人となって

いる。 

５ 事業場の規模別では、労働者数が 10 人～29 人の事業場で３人、30 人～49 人の事業

場及び 100 人～299 人の事業場でそれぞれ１人となっている。 

注）速報値とは、災害発生件数が確定するまでの値である。労働災害の発生件数は、事業場から提出され

る「労働者死傷病報告（休業見込日数４日以上）」により集計しており、令和元年の災害発生件数は令

和２年４月８日に確定する予定。 
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労働災害による死傷者数の推移（香川県）

死亡者数

休業４日以上（確定値）

休業４日以上（12月末速報値）

未確定
(４月８日に確定予定)
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１　死亡災害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

番号
死亡
者数
累計

発生
月

２　死亡災害の分析

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0

0 1 1 2 2 3 4 4 5 5 5 5

1 0 0 0 2 1 1 0 1 1 1 0

1 1 1 1 3 4 5 5 6 7 8 8

1 1 3

2 3 1

2 1 1

5 5 2 5

1

2  

5  

　  

起因物別

合　計

　月　別

死亡者数

　累　計

死亡者数

令和元年

事故の型別 年齢別業種別

～ １ ９ 歳

平成30年
　累　計

食 料 品 製 造 業

合　計

乗用車、バス、バイ
ク

３ ０ ～ ３ ９ 歳

６ ０ 歳 以 上

５ ０ ～ ５ ９ 歳

２ ０ ～ ２ ９ 歳 一 般 動 力 機 械

合　計

令和元年　死亡災害一覧表

新 聞 販 売 業

合　計

ト ラ ッ ク墜 落 ・ 転 落

一般貨物自動車
運 送 業

はさまれ、巻き込まれ

交通事故（道路）

４ ０ ～ ４ ９ 歳

2 2 ４月

1 1 ２月

5 ９月

4 4 ７月

3 3 ６月

令和２年1月8日現在
香 川 労 働 局

発　　　　生　　　　状　　　　況

　新聞配達業務中、交差点を西進したところ、同
交差点を北進していたトラックと衝突したもの。

　県道の路肩に停車した大型トラック（ウイング
ボディ）の脇で、被災者がトラックのあおりとガー
ドレールに首をはさまれた状態で発見されたも
の。

発 　生
時間帯

4時台

5

　トラックの荷台でシート掛け作業中、荷台上の
シートが掛かった荷の上を移動していたところ、
バランスを崩して地面に墜落したもの。

　食品のカット・包装ラインにおいて、上下に移
動する部分と枠部分との間に胸部がはさまれて
死亡したもの。

　タンクローリーを運転して国道を走行中、右
カーブを曲がり切れずに左側のコンクリート擁壁
に衝突したもの。

業　種

新聞販売
業

一般貨物
自動車運

送業

一般貨物
自動車運

送業

食料品製
造業

一般貨物
自動車運

送業
0時台

はさまれ・
巻き込まれ

50歳代

墜落・転落

60歳代

はさまれ・
巻き込まれ

60歳代

交通事故
（道路）

40歳代

３
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交通事故
（道路）

事故の型
年　齢

40歳代

3時台

15時台

10時台



過去10年間の死亡災害発生状況

（平成22年１月１日～令和元年12月31日）

香川労働局
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事故の型・起因物の相関

墜落・転落

28%

転倒

4%

飛来・落下

3%

崩壊・倒壊

3%

激突され

3%

はさまれ・

巻き込まれ

15%

高温・低温

物との接触

3%

交通事故

31%

その他

10%

事故の型別
（100人）



過去10年間の死亡災害発生状況

（平成22年１月１日～令和元年12月31日）

香川
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事故の型別
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全国

令和元年の死亡災害発生状況

（平成31年１月１日～令和元年12月31日）
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